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３
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定
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を
認
定
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令
和
３
年
度
決
算
を
認
定

　
令
和
３
年
度
決
算
特
別
委
員
会
（
古
舘
謙
護
委
員

長
、
坂
井
尚
樹
副
委
員
長
）
は
、
令
和
４
年
９
月
１２

日
か
ら
3
日
間
で
行
わ
れ
、
一
般
会
計
な
ど
10
会
計

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
雫
石
町
第
三
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
施
策
大

綱
ご
と
に
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
重
点
事
業
等
へ
の

主
な
質
疑
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

験
教
室
は
小
学
生
以
上
で
、
年
齢
を
区
切
ら

な
い
形
で
や
っ
て
お
り
、
高
校
生
の
参
加
も

可
能
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

【
幅
委
員
】
子
育
ち
寺
子
屋
運
営
業

務
委
託
の
実
施
状
況
は
。

【
教
育
次
長
】
令
和
３
年
度
は
、
雫

石
地
区
と
御
明
神
地
区
の
２
地
区
で

夏
休
み
と
冬
休
み
の
期
間
に
実
施
し
た
。
令

和
４
年
度
も
、
御
明
神
地
区
と
御
所
地
区
、

西
山
地
区
と
七
ツ
森
地
区
で
実
施
し
て
い
る
。

化
費
と
し
て
支
援
を
し
て
い
る
。

【
堂
前
委
員
】
教
員
住
宅
利
用
の
現

状
は
。

【
教
育
次
長
】
令
和
３
年
度
ま
で
は
３

人
の
方
が
居
住
し
て
い
た
が
、
令
和

４
年
度
に
お
い
て
は
、
誰
も
居
住
し
て
い
な
い
。

【
杉
澤
委
員
】
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験

教
室
に
つ
い
て
、
雫
石
高
校
に
も
各

小
学
校
な
ど
に
実
施
し
て
い
る
出
前
教
室
の

よ
う
な
形
で
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

【
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
長
】
令
和

４
年
度
か
ら
は
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体

【
幅
委
員
】
子
育
ち
子
ど

も
食
堂
開
催
委
託
料
が
令

和
２
年
度
よ
り
減
額
に
な
っ
て
い

る
が
、
趣
旨
と
現
状
は
。

【
政
策
推
進
課
長
】
子
ど

も
た
ち
を
守
り
育
て
る
、

子
ど
も
た
ち
の
地
域
へ
の
愛
着
を

深
め
る
意
味
と
自
ら
の
力
で
成
長

で
き
る
よ
う
に
応
援
す
る
た
め
に

実
施
。
３
回
実
施
し
、
参
加
者
数

は
合
計
で
１
０
６
人
。

【
大
村
委
員
】
体
育
協
会

事
業
費
補
助
金
に
つ
い

て
、
こ
の
補
助
事
業
の
内
容
は
。

【
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

長
】
大
き
く
は
４
つ
に
分

か
れ
て
い
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
強

化
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
、

加
盟
団
体
の
事
業
費
、
選
手
の
強

【
大
村
委
員
】
生
涯
健
幸
動
画
制
作

業
務
委
託
料
の
生
涯
健
幸
を
ど
の
よ

う
に
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
い
い
の
か
。

【
政
策
推
進
課
長
】
幼
少
期
か
ら
老

齢
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動

機
会
を
設
け
な
が
ら
、
健
康
へ
向
か
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
。

【
西
田
委
員
】
緊
急
通
報
装
置
運
用

委
託
料
の
適
用
対
象
範
囲
、
運
用
件

数
、
緊
急
通
報
し
た
件
数
は
。

【
総
合
福
祉
課
長
】
適
用
対
象
範
囲

は
、
６５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

学
び
を
通
し
て

生
き
が
い
を
感
じ
る
ま
ち
《
教
育
》

い
き
い
き
と 

と
も
に
幸
せ
を

感
じ
る
ま
ち《
保
健
・
医
療
・
福
祉
》

教教 答答

答

子どもたちと地域をつなぐ子育ち子ども食堂

答答 教 教

教

保

保

答

答

特集
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【
子
ど
も
子
育
て
支
援
室
長
】
大
き

な
違
い
と
し
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
お
り
、

児
童
館
は
N
P
O
法
人
に
指
定
管
理
と
し
て

い
る
。
利
用
対
象
者
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
小
学
生
、
児
童
館
は
幼
児
か
ら
高
校

生
と
な
っ
て
い
る
。

　
年
間
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
が
延
べ
１
万
９
０
０
０

人
程
度
で
、
児
童
館
は
延
べ
３
１
０
０

人
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

【
金
子
委
員
】
が
ん
検
診
事
業
の

受
診
率
は
、
胃
が
ん
検
診
17・

5
％
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
14・1
％
、
乳

が
ん
検
診
18・1
％
と
低
い
が
今
後
の
対

策
は
。【

健
康
子
育
て
課
長
】
令
和
３

年
度
も
低
い
数
値
で
推
移
し
て

い
る
が
、
休
日
に
集
団
検
診
の
機
会
を

設
定
す
る
な
ど
、
が
ん
検
診
を
受
け
や

す
い
機
会
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
岡
本
委
員
】
飼
料
等
の
高
騰
も
あ

り
、
ア
グ
リ
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
堆
肥
を
も
っ
と
普
及
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
農
林
課
長
】
セ
ン
タ
ー
は
畜
産
と

の
連
携
拠
点
と
し
て
重
要
と
捉
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
堆
肥
の
普
及
に
も
さ
ら
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

【
横
手
委
員
】
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
研
修
施
設
の
管
理
と
利
用
頻
度
は
。

【
農
林
課
長
】
町
の
所
有
物
で
、
町

が
管
理
し
て
い
る
。
2
か
月
に
一
回

の
定
例
会
や
各
班
の
研
修
会
等
を
こ
れ
ま
で

に
8
回
利
用
を
し
て
い
る
。

【
堂
前
委
員
】
令
和
3
年
度
予
算
で

は
、
町
産
材
利
用
促
進
事
業
費
補
助

金
1
3
0
万
円
を
計
上
し
た
が
、
こ
の
事
業

内
容
と
、
執
行
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

【
農
林
課
長
】
町
内
産
の
木
を
使
っ

て
、
住
宅
店
舗
、
事
務
所
等
を
建
て

た
場
合
に
、
使
っ
た
体
積
に
応
じ
て
助
成
を

す
る
事
業
。
未
執
行
の
理
由
は
、
申
し
込
み

が
無
か
っ
た
た
め
。

産
業
を
通
じ
て
豊
か
さ
を
実
感
し

笑
顔
で
稼
ぐ
ま
ち
《
産
業
》

で
利
用
者
は
令
和
３
年
度
４３
名
。
通
報
し
た

件
数
は
、
十
数
件
程
度
。

【
岩
持
委
員
】
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
事
業
と
児
童
館
管
理
運
営
事
業

の
違
い
は
。

答

保

保
答

８年連続メタボ県内ワースト 1　脱却を　今日からトレーニング

産産 答答答

【
坂
下
委
員
】
商
工
振
興
費
の
不
用

額
、
多
い
の
は
な
ぜ
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
事
業
者
経
営
緊

急
支
援
事
業
に
対
し
て
の
予
算
で
、

残
り
が
繰
り
越
し
さ
れ
て
い
る
。

【
幅
委
員
】
電
気
柵
の
決
算
額
が
、

昨
年
か
ら
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
費
用
対
効
果
の
デ
ー
タ
は
あ
る
か
。

【
農
林
課
長
】
年
々
取
り
組
み
は
増

え
て
お
り
、成
果
は
上
が
っ
て
い
る
。

被
害
額
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
３
年
度

に
か
け
て
は
増
加
し
て
お
り
、
費
用
対
効
果

は
不
明
で
あ
る
。

【
徳
田
委
員
】
鶯
宿
温
泉
の
空
き
店

舗
、
空
き
家
対
策
と
し
て
解
体
費
の

補
助
を
。【

観
光
商
工
課
長
】
町
の
大
き
な
課

題
だ
と
思
っ
て
い
る
。
国
の
事
業
等

を
精
査
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

産

産産産 答答答
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【
上
野
委
員
】
コ
ロ
ナ

禍
で
の
、
花
の
み
ち
づ

く
り
活
動
事
業
の
取
り
組
み
状

況
は
。【

地
域
整
備
課
長
】
平

成
２９
年
度
か
ら
の
取
り

組
み
は
３
団
体
で
、
令
和
３
年

度
は
５
団
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
。

【
横
手
委
員
】
令
和
３

年
度
は
、
資
源
物
集
団

回
収
奨
励
金
が
３１
団
体
、
の
べ

９８
回
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
。

集
団
回
収
の
依
頼
方
法
は
。

【
環
境
対
策
室
長
】
各

自
治
会
に
対
し
て
自
己

収
益
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
周

知
す
る
た
め
に
地
域
づ
く
り
推

進
課
が
冊
子
を
作
っ
て
い
る
。

交
付
す
る
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

【
岩
持
委
員
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
率
は
。

【
町
民
課
長
】
８
月
２１
日
時
点
で
、

5150



人
。
約
32
％
の
方
が
取
得

さ
れ
て
い
る
。
4
月
か
ら
7
月
ま
で
の
受
付

は
お
よ
そ
33

2
人
。

【
杉
澤
委
員
】
虹
の
似
合
う
ま
ち
雫

石
町
エ
ン
ジ
ョ
イ
パ
ス
ポ
ー
ト
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
町
内
で
の
利
用
状

況
は
。

産

【
観
光
商
工
課
長
】
令
和
３
年
度
、

1‌

4
000


部
発
行
し
ク
ー
ポ
ン

5000



円
分
の
特
典
が
つ
い
て
い
た
。
そ

の
清
算
金
額
は
、619


8
万
7
500


円
。

答

豊
か
で
誇
れ
る
自
然
を
守
り
育
て

子
ど
も
た
ち
に
つ
な
い
で
い
く
ま
ち《
環
境
》1 つひとつの取り組みが地球のために

環環 答答

【
岩
持
委
員
】
国
は
地
方
活
性
化
の

有
効
戦
略
と
し
て
、
２
地
域
居
住
が

提
案
さ
れ
て
い
る
。
移
住
政
策
に
関
連
し
て

町
は
ど
う
考
え
る
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
国
と
し
て
地
域

活
性
化
や
関
係
人
口
拡
大
に
資
す
る

も
の
と
し
て
２
地
域
居
住
の

推
進
を
挙
げ
て
い
る
。
町
と

し
て
は
長
期
滞
在
型
も
視
野

に
入
れ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光

推
進
研
究
事
業
で
、
滞
在
の

体
験
を
通
し
て
そ
れ
ら
の
戦

略
に
関
係
さ
せ
な
が
ら
移

住
・
定
住
を
進
め
る
。

【
西
田
委
員
】
鶯
宿

温
泉
開
発
株
式
会
社

の
運
営
費
補
助
金
の
内
容
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】

鶯
宿
温
泉
開
発
株
式

会
社
に
対
す
る
人
件
費
の
補

助
で
あ
る
。

【
大
村
委
員
】
観
光

誘
客
実
践
活
動
の
内

容
は
。【

観
光
商
工
課
長
】

町
の
健
全
な
観
光
振

興
を
図
る
た
め
、
町
内
に
お

い
て
観
光
の
振
興
を
目
的
と

し
て
、
観
光
誘
客
に
関
す
る

事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
て

産

産

答

答 産産 答答

今後、期待が高まるアウトドア施設
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【
徳
田
委
員
】
町
内
の
管
理
者
不
明

の
橋
の
把
握
状
況
は
。

【
地
域
整
備
課
長
】
町
道
に
架
か
っ

て
い
る
管
理
者
不
明
の
橋
は
把
握
し

て
い
な
い
。

【
横
手
委
員
】
公
園
施
設
更
新
工
事

の
内
容
は
。

【
地
域
整
備
課
長
】
令
和
３
年
度
は
、

世
界
ア
ル
ペ
ン
記
念
公
園
な
ど
4
カ

所
の
撤
去
、
修
繕
、
更
新
と
い
う
３
種
類
の

工
事
を
行
っ
た
。

【
金
子
委
員
】
道
路
除
排
雪
業
務
委

託
料
が
令
和
3
年
度
予
算
か
ら
増
額

に
な
っ
た
理
由
は
。

【
地
域
整
備
課
長
】
除
雪
費
は
積
雪

量
と
と
も
に
多
く
な
り
、
町
内
で
一

番
除
雪
費
が
か
か
っ
た
平
成
２９
年
度
に
次
ぐ

２
番
目
の
降
雪
量
と
な
っ
た
た
め
。

【
横
手
委
員
】
消
防
団
員
運
転
免
許

取
得
補
助
金
は
4
人
の
団
員
が
取
得

冊
子
を
配
る
段
階
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

を
一
覧
に
し
周
知
し
て
い
る
。

【
西
田
委
員
】
生
ご
み
処
理
機
等
購

入
費
補
助
金
が
あ
る
が
、
生
ご
み
の

処
理
を
堆
肥
化
で
き
な
い
か
。

【
環
境
対
策
室
長
】
現
在
、
生
ご
み

は
焼
却
処
分
を
し
て
い
る
。
堆
肥
化

は
、
今
後
検
討
す
る
。

環

答

み
ん
な
が
つ
な
が
っ
て
安
全
に

住
め
る
ま
ち
《
安
心
安
全
》

し
た
が
課
題
は
無
い
か
。

【
防
災
課
長
】
希
望
者
は
各
分
団
か

ら
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、
仕
事
の

都
合
で
取
得
に
い
け
な
い
状
況
で
あ
る
。

【
徳
田
委
員
】
防
犯
交
通
安
全
施
設

設
置
工
事
の
中
に
は
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
工
事
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

【
防
災
課
長
】
御
明
神
地
区
1
カ
所
、

雫
石
地
区
1
カ
所
に
設
置
し
た
防
犯

カ
メ
ラ
も
こ
の
工
事
の
中
に
含
ま
れ
る
。

安

安

安 安安 答答

答

答

ポンプ車輌の
運転には中型免許が必要

答

安心して利用できるように整備された公園
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9 月定例会のあらまし

令和3年度
一般会計歳入
歳出決算など
10会計を認定

・�

昇
瀬
橋
架
け
替
え
工
事
に
着
手

・�

道
の
駅
雫
石
あ
ね
っ
こ
の

大
規
模
改
修
工
事

・�

七
ツ
森
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

建
設
工
事

・�

消
防
団
第
5
分
団
第
5
部
屯
所

建
設
工
事

　
令
和
４
年
９
月
定
例
会
は
、
９

月
１
日
か
ら
９
月
16
日
ま
で
の
16

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、報
告
３
件
、条

例
の
一
部
改
正
１
件
、補
正
予
算
５

件
、認
定
10
件
、請
願
１
件
、陳
情
１

件
、同
意
１
件
、議
員
発
議
１
件
、そ

の
他
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：

古
舘
謙
護
、
副
委
員
長
：
坂
井
尚

樹
）
は
、令
和
３
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
な
ど
10
会
計
に
つ

い
て
審
査
し
、
す
べ
て
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、９
人
が
登
壇
し
、

町
民
の
た
め
に
適
切
な
町
政
運
営

が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
町
当
局
の

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

着々と工事が進む待望の新昇瀬橋

令和 4年度補正予算第 1号（一般会計及び特別会計）

会計名 補正後予算額（補正予算額）

一般会計（第 3 号） 107 億 5,362 万４千円
（2億 8,360 万 6千円増）

一般会計（第４号） 107 億 6,143 万１千円
（780万 7千円増）

国民健康保険
特別会計（第 2 号）

17 億 6,097 万 1千円
（16万 5千円増）

介護保険事業勘定
特別会計（第 1 号）

21 億 338万 6千円
（4,416 万 3千円増）

雫石診療所
特別会計（第 1 号）

3 億 9,341 万 4千円
（1,747 万 7千円増）

○
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業　
3
千
2
7
6
万
6
千
円

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
予
防
接
種
に
位
置
づ
け
て

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
冬
季
誘
客
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業　
8
6
0
万
円

　
こ
れ
ま
で
の
「
い
わ
て
雪
ま
つ
り
」
は
終
了
し
、
代
替
の
冬
季
イ
ベ
ン
ト
を
小
岩
井
農
場
ま

き
ば
園
で
2
月
4
日
か
ら
12
日
ま
で
開
催
し
冬
季
誘
客
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
基
盤
整
備
事
業　
2
5
4
万
6
千
円

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
魅
力
創
出
を
図
る
た
め
、
ア
ウ

ト
ド
ア
観
光
企
画
・
提
案
書
作
成
業
務
委
託
、
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
依
頼
等
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
町
内
ス
キ
ー
場
冬
季
誘
客
促
進
事
業　
3
千
2
0
3
万
3
千
円

　
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
キ
ー
場
の
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
。
事
業
検
証
に
よ
る
と
一
定
の
効
果
が

み
ら
れ
、
事
業
者
か
ら
要
望
が
あ
り
、
リ
フ
ト
券
1
セ
ッ
ト
（
4
千
円×

5
枚
綴
り
）
を
1
万

円
（
2
千
5
0
0
セ
ッ
ト
）
で
販
売
、
町
が
1
セ
ッ
ト
当
た
り
1
万
円
支
払
い
、
冬
季
誘
客
促

進
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
補
正
予
算
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○�

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
働
き
な
が
ら
育
児
等
が
し
や

す
い
環
境
整
備
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
育
児
休
業
の
取
得
回
数
の
緩

和
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ

変

る

こ

が

わ

な

疑

主

質

論

旨

討

要

【
徳
田
議
員
】
ア
ウ
ト
ド

ア
観
光
基
盤
整
備
事
業
に

関
し
て
、
令
和
3
年
度
の
調
査
結

果
か
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
エ
リ
ア
と
し

て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
ア
ウ

ト
ド
ア
企
業
と
の
包
括
連

携
協
定
な
ど
行
い
、
自
然
環
境
の

保
全
、
意
識
の
向
上
、
野
外
活
動

を
通
じ
て
子
ど
も
達
の
生
き
る
力

を
育
む
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
の

企
画
提
案
を
ま
と
め
る
。

【
古
舘
議
員
】
鶯
宿
温
泉

ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
推
進
事

業
は
動
画
を
作
成
し
て
合
宿
等
の

誘
致
に
活
用
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
の
あ
る
高

校
は
東
北
24
校
、
大
学
は
東
北
13

校
と
担
当
課
よ
り
説
明
が
あ
っ

た
。
合
宿
等
は
東
北
に
限
ら
ず
、

東
京
方
面
も
誘
致
の
範
囲
に
し
て

は
ど
う
か
。

【
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

長
】
説
明
は
東
北
地
方
の

QQ

A

A

反対
【西田征洋議員】

借金の
積み増しを
改めて

賛成
【杉澤敏明議員】

昇瀬橋架け
替え工事に
着手

　
令
和
3
年
度
は
地
方
債
の
年
度

末
残
高
は
前
年
度
よ
り
減
少
し
て

い
る
が
、
令
和
4
年
6
月
の
段
階

で
は
地
方
債
が
積
み
増
し
に
な
る

計
画
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
数
年
は

年
度
末
残
高
が
減
少
す
る
財
政
予

測
で
あ
る
が
、
地
方
債
の
決
算
が

予
算
を
1
億
2
千
万
円
上
回
っ
て

い
る
。
箱
物
を
つ
く
る
と
経
費
が

つ
い
て
ま
わ
り
、
後
年
度
負
担
が

増
加
す
る
。
借
金
の
積
み
増
し
を

改
め
て
ほ
し
い
。
米
作
農
家
は
、

米
価
の
大
幅
下
落
、
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
の
削
減
、肥
料
、

飼
料
等
の
値
上
が
り
な
ど
苦
境
で

あ
り
、支
援
を
要
望
す
る
。ま
た
、

特
別
会
計
の
国
民
健
康
保
険
税
は

負
担
軽
減
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、

増
税
の
話
が
出
て
き
た
こ
と
は
課

題
で
あ
る
。

　
令
和
2
年
度
に
引
き
続
き
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
歳
出
決

算
は
前
年
度
に
比
べ
14
億
3
千

3
8
1
万
8
千
円
減
少
し
て
い

る
。
ま
た
、
歳
入
に
お
け
る
町
債

発
行
額
は
、
6
千
7
24

万
2
千

円
減
額
の
7
億
6
千
1
7
7
万
円

で
あ
る
。
歳
入
で
は
、
町
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
の
収

納
率
を
上
げ
、
自
主
財
源
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。
歳
出
で
は
長
年

の
懸
案
で
あ
る
昇
瀬
橋
架
け
替
え

工
事
に
着
手
し
た
ほ
か
、
道
の
駅

雫
石
あ
ね
っ
こ
の
改
修
工
事
、
七

ツ
森
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
工

事
、
消
防
団
第
5
分
団
第
5
部
屯

所
建
設
工
事
な
ど
社
会
基
盤
の
整

備
が
図
ら
れ
た
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

向
上
を
図
っ
た
内
容
で
あ
る
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
の
設
置
状
況
で

あ
り
、
誘
致
は
東
北
地
方
に
限
ら

ず
、
当
然
関
東
、
関
西
も
考
え
て

い
る
。

アーチェリー屋内射場の整備で合宿誘致が期待される
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教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

全
会
一
致
で
同
意

氏　
名
：

　
岩い

わ

持も
ち　
斗と

季き

子こ　
氏
（
再
任
）

行
政
区
：
岩
持

任　
期
：�

令
和
4
年
10
月
1
日
～

令
和
8
年
9
月
30
日

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
適
任
で

あ
る
と
答
申

氏　
名
：

　
高た

か

村む
ら　
正ま

さ

子こ　
氏
（
再
任
）

行
政
区
：
中
島

令和４年第５回雫石町議会９月定例会　議決結果等一覧
会期：９月１日（木）～９月 16日（金）

議案等
番　号 件　　　　　名

金
子
　
一
男

坂
井
　
尚
樹

徳
田
　
幸
男

岡
本
　
忠
美

古
舘
　
謙
護

幅
　
　
秀
哉

堂
前
　
義
信

横
手
　
寿
明

岩
持
　
清
美

杉
澤
　
敏
明

西
田
　
征
洋

大
村
　
昭
東

坂
下
　
栄
一

上
野
三
四
二

議
決
結
果

議　案
第２号

令和４年度
雫石町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議　案
第３号

令和４年度
雫石町国民健康保険特別会計 
補正予算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可
決

議　案
第４号

令和４年度
雫石町介護保険事業勘定特別会計 
補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可
決

追加議案
第７号

令和４年度
雫石町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認

定

認　定
第１号

令和３年度
雫石町一般会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認

定

認　定
第２号

令和３年度
雫石町国民健康保険特別会計 
歳入歳出決算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認
定

認　定
第３号

令和３年度
雫石町御明神財産区特別会計 
歳入歳出決算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認
定

認　定
第５号

令和３年度
雫石町介護保険事業勘定特別会計 
歳入歳出決算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認
定

認　定
第６号

令和３年度
雫石町介護保険介護サービス事業 
勘定特別会計歳入歳出決算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認
定

認　定
第７号

令和３年度
雫石町立雫石診療所特別会計 
歳入歳出決算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認
定

認　定
第８号

令和３年度
雫石町後期高齢者医療特別会計 
歳入歳出決算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認
定

○ ･･･ 賛成、●…反対　欠…欠席　－…退席　※加藤議長は採決には加わりません。
★その他の議案、認定、発議については、全議員が賛成しました。

意
同
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ここが
聞きたい一般質問町政を問う

9 議員が質問
一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

10
ページ

地方創生政策に
基づく地域づくりは

質問者／大
おお

村
むら

昭
しょう

東
とう

 議員

10
ページ 町農業経営体をどう支援するか

質問者／上
うわ

野
の

三
み

四
よ

二
じ

 議員

10
ページ

火災予防、住宅防火を
進める取り組みは

質問者／古
ふるだて

舘謙
けん

護
ご

 議員

12
ページ

エアコン購入助成に
踏み切る考えは

質問者／西
にし

田
だ

征
まさ

洋
ひろ

 議員

12
ページ 旧上長山小学校の利活用は

質問者／幅
はば

　秀
ひで

哉
や

 議員

12
ページ 町の防災、減災対策は

質問者／金
かね

子
こ

一
かず

男
お

 議員

14
ページ ふるさと納税寄付金の活用は

質問者／堂
どう

前
ぜん

義
よし

信
のぶ

 議員

14
ページ 米価動向をどう捉えているか

質問者／岩
いわ

持
もち

清
きよ

美
み

 議員

14
ページ ごみ資源化の促進は

質問者／杉
すぎ

澤
さわ

敏
とし

明
あき

 議員
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人材育成基本条例制定
と、その中に「学ぶ権
利」を規定するを望む

コロナ感染症対策もちろ
ん重要だが、国のボール
拾い行政に留まらず、町
独自政策をやるべきだ

３年ぶりの雫石よしゃ
れ祭り
伝統の継承とにぎわい
に関係者に敬意!!

町
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
及
び
観
光
業
等

に
か
か
わ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
の
自
立
を

図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
い

き
い
き
と
仕
事
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
に

お
い
て
、
具
体
的
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
進
め
て
い
る
が
、
行
政
の
取
り
組

み
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
の
協
働
の
取

り
組
み
が
必
要
と
捉
え
て
い
る
。

農
業
法
人
や
大
規
模
・
小
規
模
の
町
農
業
経

営
体
を
ど
う
支
援
す
る
か
。

規
模
に
か
か
わ
ら
ず
国
、
県
の
補
助
事
業
の

活
用
や
町
の
農
業
応
援
事
業
な
ど
で
、
あ
ら

ゆ
る
農
業
者
に
対
し
支
援
す
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
※
へ
の
参
入

へ
ど
う
支
援
す
る
か

農
林
水
産
省
が
進
め
て
い
る
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
で
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

火
災
予
防
を
推
進
し
、
住
宅
防
火
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
が
取
り
組
み
状
況
は
。

春
秋
に
消
防
団
に
よ
る
火
災
予
防
広
報
と
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
ま
た
、
雫
石
分
署
、
消

防
団
、
婦
人
消
防
協
力
隊
が
連
携
し
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
バ
ッ
テ
リ
ー
及
び
本
体
の
交
換
に
つ
い
て

指
導
、
防
火
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
加
え
て
本
年
度

よ
り
消
防
防
災
専
門
員
を
配
置
し
地
域
防
災
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

投
票
所
へ
の
移
動
支
援
の
実
績
は

Q

Q Q

Q

A

A

A

地
方
創
生
政
策
に

基
づ
く
地
域
づ
く
り
は
町
農
業
経
営
体
を

ど
う
支
援
す
る
か

火
災
予
防
、
住
宅
防
火
を

進
め
る
取
り
組
み
は

町
長 

持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

町
長 

あ
ら
ゆ
る
農
業
者
に

対
し
支
援

町
長 

消
防
防
災
専
門
員
を

本
年
度
よ
り
配
置

質
問
者
／
大お

お

村む
ら

昭し
ょ
う

東と
う 

議
員

質
問
者
／
上う

わ

野の

三み

四よ

二じ 

議
員

質
問
者
／
古ふ

る

舘だ
て

謙け
ん

護ご 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う
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の
参
入
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。ど
う
支
援
す
る
の
か
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
に
限
ら
ず
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
も
視
野

に
入
れ
取
り
組
み
団
体
の
活
動
を
後
押
し
、
町
内
普

及
を
推
進
し
て
行
く
。

※
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
と
は
、有
機
農

業
の
生
産
か
ら
消
費

ま
で
、生
産
者
だ
け
で

な
く
事
業
者
や
地
域

内
外
の
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
地
域
ぐ
る
み

の
取
り
組
み
を
進
め

る
市
町
村
の
こ
と
。

選
挙
投
票
所
・
投
票
区
の
見
直
し
後
の
結
果
は

今
年
の
参
議
院
選
挙
で
投
票
所
・
投
票
区
の

見
直
し
が
実
施
さ
れ
た
が
、
結
果
を
ど
う
評

価
し
、
投
票
率
減
少
を
ど
う
検
証
、
総
括
し
た
か
。

町
の
投
票
率
は
５３
・
９
％
、
全
国
は
５２
・

０
％
、
県
は
５５
・
３
％
で
あ
っ
た
。
令
和
元

年
の
前
回
参
議
院
選
挙
は
６９
・
２
％
、
前
々
回
の
平

成
２８
年
は
５６
・
１
％
で
あ
る
。
前
回
か
ら
の
減
少
理

由
は
、
町
議
会
議
員
選
挙
と
同
日
で
あ
り
、
投
票
率

が
高
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
前
々
回
と
比
較
す
る

と
全
国
、
県
内
の
投
票
率
減
少
と
同
様
の
傾
向
で

あ
っ
た
。

先
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
の
あ
ね
っ
こ
バ
ス

に
よ
る
投
票
所
へ
の
移
動
支
援
（
チ
ケ
ッ
ト

1
回
分
）
を
利
用
し
た
方
は
何
人
か
。

今
回
の
選
挙
に
お
け
る
利
用
者
数
は
9
人

だ
っ
た
。
こ
の
移
動
支
援
は
今
後
も
実
施
予

定
な
の
で
、
改
め
て
周
知
を
図
り
支
援
が
必
要
と
す

る
方
の
利
用
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

3
年
ぶ
り
イ
ベ
ン
ト
開
催

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
3
年
ぶ
り
に
第
20
回
南
部

よ
し
ゃ
れ
全
国
大
会
、
第
52
回
雫
石
よ
し
ゃ

れ
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
が
、
町
長
の
見
解
は
。

実
行
委
員
会
に
よ
り
企
画
、
運
営
ま
で
行
わ

れ
た
が
、
感
染
対
策
を
講
じ
た
中
で
の
開
催

で
あ
っ
た
。
南
部
よ
し
ゃ
れ
全
国
大
会
に
は
約

1
7
0
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。ま
た
、雫
石
よ
し
ゃ

れ
祭
り
で
は
規
模

を
縮
小
し
た
中
、

沿
道
に
は
多
く
の

観
覧
者
の
笑
顔
が

見
ら
れ
た
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
。

Q

QQ

AA

AA

町
観
光
協
会
が
取
り
組
む
D
M
O
実
現
に
万

全
を
期
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
観
光
協
会
の
組
織
や
事
務
局
構
成
の
改

編
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
等
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
事
業
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
検

証
し
、
町
か
ら
の
補
助
金
等
の
交
付
に
依
存
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
四
半
期

毎
の
報
告
に
よ
り
管
理
し
て
い
く
。

農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
を
国
、
県
の
協
力
を
得

て
、
協
働
事
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
発
足
し
て

は
ど
う
か
。

協
働
事
業
と
し
て
、将
来
、雫
石
型
農
業
の
方

向
を
ど
う
す
べ
き
か
方
針
を
定
め
た
上
で
、

６
次
産
業
の
活
性
化
と
農
業
収
入
の
確
保
を
目
指
し

た
い
。 QQ AA

今こそ、６次産業の活性化を

今後の発展が期待できる
オーガニック野菜

にぎわい復活、よしゃれ祭り
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コロナ感染を止めるに
は発生源を突き止める
徹底した検査こそ！

長い冬場の活動の場が
少ないよー

町の防災、減災対策を
考え、いつか来るであ
ろう災害に備えよう

自
治
体
が
独
自
で
高
齢
者
世
帯
へ
の
エ
ア
コ

ン
購
入
や
設
置
費
用
を
助
成
す
る
動
き
が
見

ら
れ
る
が
町
も
高
齢
者
世
帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
購
入
助

成
に
踏
み
切
る
考
え
は
。

総
合
相
談
窓
口
や
お
互
い
さ
ま
情
報
交
換
会

等
を
通
じ
て
、
エ
ア
コ
ン
購
入
に
関
し
て
相

談
等
は
受
け
て
い
な
い
。
こ
の
状
況
か
ら
、
エ
ア
コ

ン
購
入
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
現
在
は
実
施
す
る
考

え
は
な
い
が
、
高
齢
者
世
帯
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
る
。

旧
上
長
山
小
学
校
の
利
活
用
計
画
と
そ
の
進

捗
状
況
は
。

校
舎
等
は
、
貸
し
オ
フ
ィ
ス
や
地
元
の
食
材

を
活
用
し
た
地
産
地
消
レ
ス
ト
ラ
ン
等
と
し

て
の
活
用
を
検
討
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
の
運
用

開
始
を
想
定
し
、
令
和
３
年
度
に
用
途
変
更
の
手
続

き
を
行
っ
た
。

旧
上
長
山
小
学
校
体
育
館
を
冬
季
間
球
技
練

習
が
で
き
る
よ
う
整
備
す
べ
き
で
は
。

地
域
住
民
の
利
用
に
配
慮
す
る
方
針
か
ら
、

既
存
の
施
設
を
維
持
し
、用
途
を
限
定
せ
ず
、

町
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
こ
と

は
町
の
基
本
的
責
務
で
あ
る
。
関
係
機
関
の

協
力
を
得
な
が
ら
対
策
に
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

県
や
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
等
の
関
係
機
関

と
平
常
時
か
ら
情
報
提
供
、
情
報
共
有
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
総
合
防
災
訓
練
等
を
通
じ
て
相
互

に
協
力
し
、
防
災
活
動
に
取
り
組
む
。

Q

QQ

Q

A

AA

A

エ
ア
コ
ン
購
入
助
成
に

踏
み
切
る
考
え
は

旧
上
長
山
小
学
校
の

利
活
用
は

町
の
防
災
、
減
災
対
策

は

町
長 

高
齢
者
世
帯
。

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る

町
長 

貸
し
オ
フ
ィ
ス
や
地
産
地
消

レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
活
用
を
検
討

町
長 

災
害
時
の
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
む

質
問
者
／
西に

し

田だ

征ま
さ

洋ひ
ろ 

議
員

質
問
者
／
幅は

ば　
秀ひ

で

哉や 

議
員

質
問
者
／
金か

ね

子こ

一か
ず

男お 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う
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埋
設
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は

町
の
埋
設
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
対
し
、林
野
庁
な

ど
に
問
い
合
わ
せ
や
話
し
合
い
を
し
た
の
か
。

東
北
森
林
管
理
局
に
対
す
る
今
年
度
の
要
望

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
県
の
要
望
に

合
わ
せ
て
、
町
で
は
こ
の
問
題
が
早
急
に
解
決
さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

物
価
高
騰
等
に
対
す
る
農
家
支
援
は

資
材
、
機
材
、
原
材
料
の
上
昇
分
へ
の
町
の

対
応
は
ど
う
か
。

本
定
例
会
に
て
農
業
生
産
資
材
の
う
ち
、
肥

料
及
び
飼
料
の
価
格
高
騰
に
係
る
給
付
金
の

補
正
予
算

を
計
上
し

て
い
る
。

地
方
創
生

臨
時
交
付

金
を
財
源

と
し
て
、

農
業
経
営

の
一
助
と

な
る
よ
う

支
援
す
る
。

町
民
に
対
し
て
、
自
ら
の
判
断
で
命
を
守
る

た
め
の
避
難
行
動
と
早
期
避
難
の
重
要
性
を

ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
か
。

令
和
３
年
度
に
防
災
に
関
す
る
情
報
を
記
載

し
た
「
雫
石
町
防
災
マ
ッ
プ
」
を
各
世
帯
に

配
布
す
る
な
ど
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

各
自
主
防
災
会
に
対
す
る
防
災
講
話
な
ど
季
節
に
応

じ
た
防
災
情
報
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

災
害
時
に
医
療
機
関
の
水
道
、
電
気
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
機
能
が
停
止
し
た
場
合
の
対

策
は
。

災
害
時
に
お
け
る
医
療
機
関
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
対
策
は
、
診
療
所
に
は
非
常
用
発
電
機
が

設
置
さ
れ
て
い
る
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
医
療
機
関

も
あ
る
。
災
害
の
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
た
め
、
そ
れ

に
備
え
て
企
業

か
ら
発
電
機
等

の
リ
ー
ス
な

ど
、
災
害
協
定

を
結
び
対
応
す

る
。

Q Q

QQ

A A

AA

物価高騰への農家支援は急務

幅
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。
現
時
点
で

の
改
修
は
難
し
い
。

大
型
水
田
整
備
へ
の
影
響
は

農
業
資
材
や
飼
料
、
肥
料
が
値
上
が
り
し
て

い
る
中
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
大
型
水
田

整
備
へ
の
影
響
は
な
い
か
。

籬
野
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
る
水
田
整
備
事

業
は
、
地
元
推
進
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

合
意
形
成
か
ら
調
査
計
画
に
向
け
た
話
合
い
を
重
ね

て
い
る
。
令
和
４
年
度
は
、
構
想
図
面
の
作
成
や
営

農
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

QA

幅広い利活用が期待される旧上長山小

熱を帯び、本番のような防災訓練
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ふるさと納税、もっと
地域活性化や移住定住
につながればいいなあ

肥料、農業資材、飼料
等の高騰対策は、国県
の責任でやるべきだ

広域処理に向け、一人ひ
とりがごみの減量化・
資源化に努めましょう

寄
付
金
の
使
い
道
指
定
の
状
況
と
そ
れ
に
対

応
し
た
事
業
実
施
は
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
小
中
学
校
の
給
食
費
の
助
成
や
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
な
ど
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
保
全
に
関
す
る
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
事
業
や
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

事
業
な
ど
。「
産
業
振
興
に
関
す
る
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
地
産
地
消
推
進
事
業
や
観
光
交
流
に
関
す
る

事
業
な
ど
。「
健
康
・
医
療
に
関
す
る
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
救
急
医
療
等
確
保
事
業
な
ど
４
つ
を
指
定

昨
年
の
米
価
と
比
較
し
て
、
今
年
度
の
米
価

動
向
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

本
年
度
の
米
概
算
金
は
全
国
的
な
主
力
品
目

で
６０
㎏
当
り
１５００



円
高
と
報
道
さ
れ

た
。
当
地
域
の
具
体
的
数
値
は
生
産
者
団
体
で
決
定

と
な
る
が
、
米
の
需
要
と
在
庫
を
考
え
る
と
、
大
き

な
増
額
に
は
至
ら
な
い
と
考
え
る
。

農
業
を
取
り
ま
く
諸
課
題
に
町
と
し
て
の
対

策
は
。

大
規
模
経
営
体
の
水
田
整
備
事
業
で
水
田
の

大
区
画
化
や
地
下
排
水
溝
整
備
に
よ
り
、作

ご
み
資
源
化
の
促
進
の
た
め
に
は
集
団
資
源

回
収
の
ほ
か
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
等
を
設
置
す

る
な
ど
、
回
収
体
制
を
強
化
し
回
収
量
を
増
や
す
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
年
4
月
か
ら
開
始
し
た
小
型
家
電
の
拠
点

回
収
事
業
の
ほ
か
、
使
用
済
み
食
用
油
の
拠

点
回
収
、
ス
ー
パ
ー
等
で
の
店
頭
回
収
の
実
施
に
よ

り
、
ご
み
減
量
化
並
び
に
資
源
化
の
促
進
を
図
っ
て

い
る
。
町
で
は
現
在
、
資
源
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
他
市
町
村
の
有
効
か

つ
効
率
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
収
集
に
努

Q

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

の
活
用
は

米
価
動
向
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か

ご
み
資
源
化
の
促
進

は

町
長 

給
食
費
の
助
成
な
ど

に
活
用
し
て
い
る

町
長 

大
き
な
増
額
に
は

至
ら
な
い
と
考
え
る

町
長 

資
源
化
率
の
向
上
を

目
指
し
て
い
く

質
問
者
／
堂ど

う

前ぜ
ん

義よ
し

信の
ぶ 

議
員

質
問
者
／
岩い

わ

持も
ち

清き
よ

美み 

議
員

質
問
者
／
杉す

ぎ

澤さ
わ

敏と
し

明あ
き 

議
員

QA

QA

Q AA

こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問  

町
政
を
問
う
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し
て
い
る
が
、
寄
付
者
の
希
望
に
よ
っ
て
は
使
途
を

指
定
し
な
い
寄
付
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

寄
付
金
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

町
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
返
礼
品
と
し
て
地
場
産
品
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
す
る
。
ま
た
、
寄
付
金
を
活
用
し
た
事
業
展
開
が

図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
に
と
っ
て
重
要
な
制
度
と

捉
え
て
い
る
。
今
後
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
通

じ
て
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA

め
、
資
源
化
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
。

事
業
系
ご
み
の
家
庭
ご
み
へ
の
混
入
対
策
は
。

会
社
や
店
舗
か
ら
排
出
さ
れ
る
事
業
系
ご
み

は
事
業
者
自
ら
が
処
理
す
る
責
任
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
事
業
者
に
対
し
ご
み
の
適
正
分
別
と

排
出
を
促
す
文
書
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
減
量
化

を
進
め
る
よ
う
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

公
共
事
業
の

執
行
率
は

令
和
4
年
度
の

町
道
改
良
工
事

費
や
昇
瀬
橋
架
け
替
え

工
事
費
な
ど
、公
共
事
業

の
現
時
点
で
の
執
行
率

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

設
計
業
務
及
び

工
事
管
理
業
務

に
係
る
も
の
と
し
て
8

月
末
時
点
で
合
計
13
億

5
9
4
7
万
円
の
う

ち
、
支
出
負
担
済
額
が

10
億
3
9
1
6
万
4
千

円
で
執
行
率
が
76
・
4

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て

い
る
。 QQ AA

業
効
率
や
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、収
益
性
の

向
上
が
期
待
で
き
、営
農
の
継
続
や
農
地
賃
貸
の
バ

ラ
ン
ス
改
善
に
結
び
付
け
る
。家
族
経
営
農
家
の
営
農

継
続
は
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
や
農
産
物
加
工
機
械
等

の
導
入
、親
元
就
農
者
支
援
を
行
い
、地
域
農
業
の
維

持
と
持
続
的
農
山
村
社
会
の
構
築
に
結
び
付
け
る
。

管
理
河
川
の
安
全
施
設
全
域
調
査
は

町
、
土
地
改
良
区
等
の
管
理
河
川
の
安
全
施

設
の
町
内
全
域
調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

ま
た
、
安
全
施
設
の
修
理
、
整
備
計
画
は
あ
る
か
。

町
内
全
域
の
一
斉
調
査
は
実
施
し
て
い
な
い

が
、
随
時
の
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
、
修
理
整
備
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い
。

QA

町のごみ処理状況　　　 町環境対策室調べ

H29 年度 H30 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度
ごみ総排出量（ｔ） 6,642.43 6,577.77 6,616.51 6,390.52 6,217.32

資源化量（ｔ） 992.29 996.81 978.58 947.05 871.58
集団資源回収量（ｔ） 390.10 380.31 382.11 348.31 333.47

1 人 1 日当たりごみ排出量（ｇ） 1,079 1,086 1,115 1,096 1,085
リサイクル率（％） 26.6 25.8 26.0 25.0 22.4

多くの地場産返礼品で町の活性化を

人命にかかわる整備が急がれる安全施設



16しずくいし議会だよりNo.123

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　８月２日、道の駅「雫石あねっこ」施設改修工事
の状況を確認しました。支配人より改修工事の内容
について説明を受け、脱衣室は内装改修と棚の更新、
交流室についてはステージが撤去され、飲食コー
ナーが増設されていました。また一部フードコー
ナーについては、令和５年１月頃から改修工事が始
まる旨の説明を受けました。

　９月８日、町立雫石診療所より今後の改善計画に
ついて説明を受けました。令和３年度に社会福祉士
１名を配置し、各医療機関・介護施設等と連携する
ことで病床の回転率を高めているとのことでした。
今年度は新たに事務職１名を配置し、会計事務所に
資金収支計算書、貸借対照表などの作成を依頼し、
経営内容の分析等を行い、今後の改善に取り組んで
いくことを確認しました。

〇直轄地すべり防止事業集水井工事現場視察
　この工事は平成31年度から志戸前川地区直轄地
すべり防止事業として開始されているものです。流
域内に滑動の危険度の高い地すべり地が確認され、
今後地震や豪雨により大規模な地すべりが発生する
恐れがあると判断されたことから、当該地すべり地
に対し対策工を実施し、大規模災害の未然防止を図
るものです（事業計画期間は令和10年度まで予定）。
進ちょく状況は排水トンネル工・集水井工３基の工

事中であると盛岡森林管理署より説明を受けました。
〇志戸前川地区復旧治山工事（完成済）現場視察
　志戸前川本流において県による復旧治山事業が開
始されています。危険流木は除去され、既設治山ダム
の機能強化として流木補捉工が整備されていました。
　他に流木対策として既設治山ダムを改修工事中で
した。

総務産業常任委員会
［大村昭東委員長］

教育民生常任委員会
［堂前義信委員長］

調査
1

利用しやすい施設目指し
道の駅「雫石あねっこ」
施設改修状況を確認

調査
1

町立雫石診療所
経営改善計画

調査
3

通行可能は来年から
貝沢野線安全施設
補修工事状況について

調査
3

交通安全対策補助制度の進ちょく状況
通学路の交通安全確保

調査
2

９月８日視察
志戸前川地域の安全安心へ

調査
2

あねっこバス
まちなか巡回バス実証運行

　農道貝沢野線の擁壁が倒壊したことから補修工事
を実施しているもので、現地で農林課長から状況説
明を受けました。年内中の完成予定ですが、冬期通
行止めを解除
する令和５年
４月 15 日か
らの通行開始
を見込むとの
ことでした。

　９月８日、学校教育課より「通学路の交通安全確
保に特化した交通安全対策補助制度」について説明
を受けました。国土交通省は令和４年度に通学路緊
急対策として同補助制度を創設しており、町では令
和３年度の通学路合同点検の結果、現時点ではこの
補助申請を利用しての整備は予定していないとのこ
とでした。委員からは十分に点検、調査を行い、こ
の補助制度を活用しながら通学路の安全確保に努め
てほしいと要望しました。

　９月８日、地域づくり推進課より、あねっこバス運行
見直し及びまちなか巡回バス実証運行について説明
を受けました。見直しのポイントとして①運行エリア
の考え方を整理、②路線を再編し、経路と便数の見直
し、③新たに中心市街地を回る路線を設定とし、多様
なニーズに対応することや、事業効率の向上、中心市
街地の求心力向上につなげていくことを確認しました。

早期開通が望まれる農道貝沢野線

歩道の無い危険な通学路
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　議会活動の状況等を町民の皆さまに直接報告
するとともに、議会活動への意見や提言をいた
だくことを目的に「議会報告会」を開催します。

と　き　11 月 26 日（土）
　　　　13 時 30 分～15 時（受付開始 13 時）
ところ　雫石町中央公民館　２階　大会議室
対象者　町民、町内に勤務する人

議会報告会を開催します

広報広聴常任委員会
［古舘謙護委員長］

第69回岩手地区議会議員大会

　岩手地区議会議長会（会長：武田茂岩手町議会議
長）主催の第 69 回岩手地区議会議員大会が７月
19日、葛巻町で開催されました。この大会は、雫
石町、葛巻町、岩手町の議員が、地域課題の早期課
題に向けてお互い協力して検討するため開催してい
ます。地区選出県議会議員や県の関係機関に要望の
７項目の要約は次のとおりです。

道路整備促進など７項目を要望

❶広域的な観点からの道路整備促進
❷地域振興の観点からの道路整備促進
❸県立高等学校の存続と魅力ある学校づくり
❹農業振興対策の推進
❺林業振興対策の推進
❻ �テレビ共同受信施設の施設改修費に対する財政�
支援制度の創設

❼新型コロナウイルス感染症対策

視察対応
大分県日

ひ

出
じ

町
ま ち

議会　
議会報編集特別委員会来町

先進地視察研修
議会の ICT 化、
議会広報のさらなる向上

　７月 20日、大分県日出町議会議会報編集特別委
員会６名、事務局１名が来町し、議会広報「議会だ
より」作成時における、町民に読んでもらうための
工夫点や課題などについて協議し、さまざまな意見
交換を行いました。

　７月 27日から 29日にかけて北海道石狩市、余
市郡仁木町へ先進地視察研修に行ってきました。町
議会でも、今年度内にタブレット端末の導入を予定
していますが石狩市は、タブレット端末導入により
ペーパーレス化と業務効率化が図られ、年間の経費
削減が約 200 万円にも上るという説明を受けまし
た。また、議会報告会の課題などについて協議しま
した。
　仁木町は、町村議会広報全国コンクールで数多く
入賞しており、コンクールにかける思い、紙面構成
の技術などを学んできました。中学生との意見交換
会の場に議会報告会を活用するなど、新しい視点か
らの取り組みも参考になりました。今回の研修を、
紙面づくりに役立てたいと思います。

〇令和４年７月 15 日、21 日
　議会だより 122 号校正に係る編集会議を開催しま
した。
〇令和４年７月 28 日
　議会だより 122 号発行。
〇令和４年９月１日
　議会だより 123 号の編集日程及び閉会中の継続
調査について協議しました。

表紙の紙面づくりについて意見交換

議会報告会についても意見交換
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Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
｜
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
ま
し
た

今回は「しずくいしの宝物は？」です。

議員が町内を歩いて
皆さんの声を聴く VOICE シリーズ。

皆さんの声を聞きました

No.18V O C E

藤
ふじ
村
むら
　文
ふみ
雄
お
さん（87 歳・七ツ森・丸谷地）

ちょっと珍しい木造歩道橋
　長山街道沿いにある木造歩道橋は、秋田新
幹線開業の際、長山街道が除去になり、地域
住民の要望で作られました。小岩井農場の重
要文化財のサイロをモチーフに作られ、六角
形で円筒型イメージが素晴らしく見事です。
地域はもとより町の貴重な財産として、後世
まで残したい貴重な木造歩道橋です。

小
こ
赤
あか
澤
ざわ
　文
ふみ
夫
お
さん（６９ 歳・小赤沢）

道の駅雫石あねっこ
　21年前の平成13年オープン、昨年リニュー
アルの「道の駅雫石あねっこ」、ご縁で働く
ことになり、とても大切なものになりました。
ここ 2年半余りコロナ禍のため、お客様が減
少し、とても残念です。お食事、温泉入浴、キャ
ンプ場、ドッグラン、産直等のアウトドア、
お買い物にぜひいらしてください。

今
こん
　孝
こう
樹
き
さん（80 歳・七ツ森・丸谷地）

七ツ森小学校に続くサイロ型のこ線橋
　小岩井農場には 21の国指定の重要文化財
がありますが、その中の一号サイロのデザイ
ンを取り入れて作られたのが七ツ森のこ線橋
です。ここからは新幹線こまち、それに岩手
山がきれいに見えます。夜は満天の星空、そ
して静寂。いい所です。冬の除雪は有志で行っ
ています。

岩
いわ
井
い
　信
のぶ
子
こ
さん（61 歳・六区）

やっぱ おらがまちからの岩手山
　雫石の宝と問われ最初に思いついたのが岩
手山の景観です。各自お気に入りのスポット
があると思います。自分のふるさとから見る雄
大な姿が一番と言われますが、この地がふる
さとになって三十数年。さまざまな表情を見
せてくれ感謝。自分も小さく自画自賛でもして
この地でまだまだ眺めていたいなと思います。
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ふ
る
さ
と
へ
の
便
り
�

昭和 １８ 年生まれ。御明神小学校―御明神中学校－盛岡商業高等学校－新宿中村屋―玉山食堂－イトーヨーカドー

　私は「広報しずくいし、
しずくいし議会だより」に
強い魅力と満足度を感じ、
登場する皆様の明るい笑顔

が「虹の似合う町」にピッタリだと思います。素晴
らしい魅力の雫石に育ててもらい良かったと心から
思い、深く感謝しています。
　私は、集団就職の時代に出郷、郵便局に １８ 歳で
入局、定年退職後も局関連会社に勤務、今年 ３ 月、
８１ 才で退職するまで ６３ 年間勤続できました。体を
動かし働くことが大好きな習性は、「雫石」に育て
て頂いたおかげと思います。小、中時代、隣家同士
の助け合いの田植えの手伝いや家での雑用係、冬の
除雪作業、町の人々の温かい「抱擁力」、いつも働
いていることが目に入り「働く」ことは当たり前で
した。春夏秋冬、友人や「もろ」と山、川が遊び場
で、楽しく「絆」を強める時間でした。想い出に、
大寒の雪中行脚をなさる下寺住職さんの「お姿」や

「寒中裸参り」で「耐える」ことを学び、小四で、

雫石大火の体験、火の怖さ、「大火事の炎」と戦う
消防団の必死の放水、避難田圃で暴れる馬を体を
張って制御した若い人の「勇気と行動」、人生に大
きな支えとなりました。社会人に必要な事を自然と
指導下さった雫石、語源の「点滴穿石」の熟語は大
好きです。今はパートでマンションの掃除働き、趣
味の剣道、地域活動中です。永遠の望郷「雫石（滴
石）」は全ての風土、山河、在郷の方々多くの皆様
が私の大きな誇りと支えで、生きがいの「宝」です。

　私は昭和 １８ 年 ２ 月に小田
中家の二男として春木場に誕
生しました。次男坊のため高
校を卒業したら家を出ること

に決めていました。高校時代の思い出はクラブには
所属せず ６ 月から １０ 月の日曜日には一人で駒ケ岳
登山をしていました。春木場から橋場まで自転車で
行きそこから徒歩で往復したものです。当時は若く
体力もあり現在の年齢 ７９ 才では考えられません。
駒ケ岳は高山植物がとても綺麗で ６ 月頃咲く「駒草」
が一番好きでした。
　高校の同級生と岩手山や八幡平の登山がいい思い
出です。
　高校を卒業後最初に就職した会社が新宿中村屋で
したが、仕事が合わず １ 年で退職。昭和 ３７ 年に再
度上京して玉山食堂に就職、その間４６年３月に結婚、
１４ 年間勤務しました。

　昭和 ５１ 年 １０ 月にイトーヨーカドーの社員食堂に
転職し定年まで ３２ 年間勤めました。
　退職後は高尾健康登山を ６ 年間毎日欠かさずに満
行の ２１００ 回達成することができました。最近はコロ
ナのため毎朝近所を散歩する日々を過ごしています。

昭和 １６ 年 2 月生まれ。雫石小学校－雫石中学校－盛岡商業高校－埼玉
大学経済短期大学卒－昭和 ３４ 年浦和郵便局入局、令和 ４年 ３ 月退職、
局関連団体含め勤続６３年。趣味剣道教士七段、居合道二段、吟道、書道。

高校時代の駒ケ岳登山　森旅館前で（右が筆者）

在京雫石町友会幹事　石
いし

田
だ

　寿
ひさ

美
よし

さん

雫石に育てられて貰
もら

って良かった

在京雫石町友会会員　小
こ

田
た

中
なか

　仁
ひとし

さん

高尾山健康登山2100回満行達成

平成 ２９年 ３月雫中体育館道場開き（右が筆者）
　日本剣道形演武・打太刀佐々木顧問先生

居合道
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写真左から
長男　喜

よし

誉
たか

さん（１６ 歳）
長女　智

とも

代
よ

さん（１５ 歳）
次男　喜

よし

博
ひろ

さん（１２ 歳）

なかよしシリーズ⑱

左：夫　勢
せい

耶
や

さん（29 歳）
中央：息子　澄

と

環
わ

さん（２歳）

細
ほそ
川
かわ
喜
よし
輝
てる
さん、玲

れい
菜
な
さん（元御所）のお子さん

なかよし３きょうだいです。

将来の夢は何ですか？
　長男　　喜誉さん（16 歳）：ゲーム制作者
　長女　　智代さん（15 歳）：クリエイター
　次男　　喜博さん（12 歳）：サラリーマン

小
お

田
だ

島
し ま

　史
し

帆
ほ

さん（26 歳）｜駒木野｜※大槌町出身
ご縁があり、雫石町民になった

情報公開
●議長交際費執行状況

【議長交際費とは】
　議長等が議会を代表
し、外部との交渉、情
報収集、町政協力者へ
の謝意を表すために係
る経費で、会費や香典
などです。

【議長交際費内訳（７月～９月）】

月 葬祭費 お祝い、会費

7 月 0 件 0 円 5 件 37,948 円

8 月 0 件 0 円 4 件 74,400 円

9 月 0 件 0 円 1 件 4,000 円

合計 0 件 0 円 10 件 116,348 円

※議会の動きはHPに掲載しています。

■ 編集デスク
　稲刈りも終盤に近づき、美味しい新米の季節になりまし
た。今年はコロナ禍のため、米の消費が落ち込み、米の値
段が下がり大変な年でした。今後は円安が進み物価や資材
の高騰が懸念されています。
　いまだロシアによるウクライナ侵攻の終わりが見えず冬を
迎えそうです。一刻も早い停戦と恒久平和をお祈りします。
　今回は決算特別委員会を特集しました。皆さんに予算が
どのように使われているかをお伝えします。今後とも親しま
れる広報紙を目指し頑張っていきます。
� （広報広聴常任委員　金子　一男）

発行責任者（議長）／加藤眞純
　　　編集委員長／古舘謙護
　　　　副委員長／坂井尚樹

編集委員／横手寿明・幅　秀哉
　　　　　岡本忠美・徳田幸男
　　　　　金子一男
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今月の

� 表紙

スポーツ雪合戦で知り合いました。A
Q お二人の馴れ初めは？

子どもが遊べる公園を増やしてほしいです。A
Q 町に望むことは？

A

Q 雫石町に暮らしてみて、いかがですか？

美味しい食べ物がたくさんあって、自然が
豊かで暮らしていて幸せです。


